高学年用　　　 　 ふり返りシート　～原子力災害編～
　　　　　　　　　小学校　　　年　　組　名前　　　　　　　　　　

①　原子力災害時、ひ難するために住民にとって特に必要な情報にはどんなものがあるでしょうか。正しいもの３つに○をつけましょう。
　（○）　事故の状況　避難するために必要な情報が何かを振り返られるようにしたい。特に、避難する方向を決定する際に、風向きを考えることも重要であることを押さえたい。

　（　）　事故の被害者数
　（○）　天気・風向き
　（○）　ひ難の指示・方法・場所

②　原子力災害時、情報を入手する際の心構えとして、まちがっているもの１つに×をつけましょう。
　（　）　うわさやデマに注意する。
　（　）　近所の人と情報確認をする。
　（×）　インターネットのみで情報を集める。
　（　）　県や市町村が報じる正しい情報を得る。

③　ひ難する時の注意点として、まちがっているもの１つに×をつけましょう。　地震時と違い、原子力災害では、長い間家に戻ることができない。空き巣被害が急増するため、戸締りをしっかり行う必要がある。

　（　）　ガスせんを閉め、電気を消す。
　（　）　持ち物は少なくする。
　（　）　となり近所にも知らせる。
　（×）　いつでも帰れるように、家のかぎはかけない。

[bookmark: _GoBack]④　夏休みのある日、大きな地震が起こり、となりの市で原子力災害が発生しました。防災放送で「屋内退ひ」の指示が出され、海に遊びに行っていたあなたはすぐに家に帰ってきました。この後の行動として、まちがっているもの１つに×をつけましょう。
　（　）　すぐに顔や手を洗う。
（　）　ドアや窓を閉める。
　（×）　暑い時は、エアコンや換気せんで部屋を涼しくする。
　（　）　食器にふたをしたり、ラップをかけたりする。
　放射線の侵入を防ぐため、外からの空気を取り込まないことが必要である。屋内退避をする場合は、エアコンや換気扇の使用は極力控えることを押さえたい。

☆　防災についての学習を通して思ったことや考えたことを書きましょう。



